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お
ま
つ
り
す
る

11
時

冬
至
、
大
●
日
、
薗
分
の
内
、
い
ず
れ
か
の
日
が
終
わ

り
翌
日
に
宣
わ
る
麟
間
で
あ
る
夜
中
の
十
二
疇

T
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の
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翌
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(
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疇
日
(
1
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か
ら
元
旦
(
1月
1
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節
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面
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(
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3
日
）
か
ら
立
●

(
4日）
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〇
お
ま
つ
り
す
る
場
所
、
方
角

ド
図
の
通
り、

お
ま
つ
り
す
る
瓢
・
の
中
心

(II

頃
、
御
家
族
が
集
ま
る
リ
ピ
ン
グ
や
屈
IIU等）

か
ら

方
位
を
図
り
、
賽
年
の
明
き
の
方

（恵
Jj
)
で
あ
る

寅
卯

（真
束
よ
り
少
し
北
隕
）
に
一
陽
来
復
の
文
字

が
向
く
樺
、
申
酉

（
真
西
か
ら
少
し
南
窃
り
の

Jj

角）

の
璧
か
柱
へ
｀
躙
守
を
見
下
さ
な
い
樺
、
な
る

ペ
く
高
い
位
置
へ
、
舞
守
の
う
し
ろ
に
編
を
し
っ
か

り
と
付
け
て
剥
が
れ
な
い
様
、
璧
か
柱
へ
疇
間
遍
り

お
ま
つ
り
下
さ
い
。

※
止
む
を
得
な
い
御
理
Ill
に
よ
り

r

い
接
賠
か
村
に
お

ま
つ
り
で
き
な
い
場
合
、
ヤ
飢
[」
,11
い
圃
川
紙
さ
を

悧
浜
な
ど
で
沌
閥
4
.＜
竪
か
柱
へ
固
定
し、

そ
の

t

か
ら

Iis
Hu
逍
り
に
御
守
を
お
ま
つ
り
ド
さ
い

r

、

※
躙
守
を
分
解
す
る
事
、
鐸
守
を
鋲
で
剌
す
●
、

テ
ー
プ
を
●
守
の
上
か
ら
●
せ
る
事
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。
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旦
お
ま
つ
り
に
な
っ
た
讐
守
は
一
年
間
馳
か
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
n

逮
中
で
蕩
ち
た
場
合
や
、
引
鑢
疇
で
や
む
を
襴
ず

外
す
順
は
、
な
る
べ
く
旱
く
当
社
社
糟
所
へ
響
納
め
く
だ
さ
い
。

(
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浴
ち
た
、
外
し
た
御
守
は
再
び
お
ま

つ
り
す
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せ
ん
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の
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は
、
長
い
他
統
の
あ
る
当
社
御
社
宝
か
ら
山
米
し
、
江
｝
時
代
の．
几
依
年
間
よ
り
行
は
れ
た
穴
八
幡
訂
だ
け
に

悠
来
す
る
特
別
の
御
守
で
あ
り
ま
す
。
近
年
、
倍
の
社
曹
で
類
似
の
編
守
を
出
し
て
屠
る
樺
で
す
が
、
穴
八
蝙
富
と
は
一
切

関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。
御
参
井
の
方
は
間
述
い
の
な
い
槌
、
穴
八
幡
打
の
御
社
殿
で
剖
受
け
く
だ
さ

い
。
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